
Ⅴ   この さきも

未来を見据えて
理事長 川﨑誠治からのメッセージ
　「これまでの50年、これからの50年」

創立50周年記念事業
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創立50周年を迎えて思うこと、
これからの川崎学園が
目指す方向について、
川﨑誠治理事長に聞いた。
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■ 良き医療人、
 医療福祉人育成のために
　川崎学園を選び入学してくる学生たちは、皆、志を持っ
て入学してきます。そんな学生たち一人一人を大事にし、
学園の理念を身につけさせて世の中に送り出したいと思っ
ております。
　学園にはさまざまな学科があり、これほど多職種の医療
福祉人を育てている教育機関は他にはありません。
　現在、多職種連携教育の一環として、毎年 4 月に医科
大学、医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション
学院の新入生を一堂に集めて、「川崎学園新入生合同研修」
を行っております。
　将来のチーム医療の担い手としてお互いの理解を深め
てほしいとの思いで始めたのですが、それぞれによい刺激
になっているようです。これからも横の連携をしっかりと取り、
相乗効果でより質の高い教育を目指していきたいと思って
おります。
　また、川崎学園の学生は医療人、医療福祉人を目指す
わけですから、卒業後も一生学び続けなければなりません。
それを支援するための生涯教育の場も、ますます充実させ
ていきたいと考えております。そのため、各施設で開催され
る専門職向けのセミナーや、肩の力を抜いて学べる公開講
座の開催情報など学園からの情報を提供・発信していく場
として「KAWASAKI CLUB」をつくりました。
　また、地域での保健・医療・福祉に貢献できる看護職の
育成と看護職のキャリア支援のために「看護実践・キャリ
アサポートセンター」を立ち上げたり、現場を離れた医師、
看護師などの復職支援のために「臨床教育研修センター」
で研修を行ったりしているのも生涯学習の一環といえます。

　学園内の施設の充実は常に心掛けております。近年
では、「川崎学園総合グラウンド」整備や、50周年記念
事業の一つ「川崎学園総合体育館」リニューアルなど、
学生や教職員の“体づくり”の環境を整えてきました。
　学生寮の充実には創設期から心を配っており、2017
～2018年には、医科大学学生寮を全面的にリニューア
ルしました。また、このたび50周年記念事業の一つとして、

「川崎学園学生寮（通称このはな寮）」を2019（令和元）年
に開寮しました。学生たちが安心して学生生活を送り
ながら、寮という共同生活の中で協調性を養い、“思いやり
の心を持った”より良い医療福祉人を目指してくれること

■ 充実した学生生活を送るために
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—川崎医科大学附属病院 —

—川崎医科大学総合医療センター—

　川崎医科大学附属病院は、倉敷市にある特定機能
病院として、これからも先進的かつ高度な医療を提供し、
地域の皆さんに貢献したいと思っております。病院理念の
一つである「24時間いつでも診療を行う」ため、全診療科
を挙げて救急医療に当たっている高度救命救急センター
での診療活動は、当院の診療の原点ともいえます。
　全国で初めて導入したドクターヘリは、今や救急医療に
必要不可欠な存在です。また、そのほかにも、災害拠点病院、
地域がん診療連携拠点病院、エイズ治療中核拠点病院
など、地域医療を支える重要な拠点としての役目があります。
　すべての診療科領域における遺伝医療や遺伝カウンセリ
ングを行う遺伝診療部の開設や、治験・先進医療センター
の開設、がんゲノム医療連携病院指定などによって、より
高度な内容の診療や検査、医師主導治験・企業治験の
実施を推進しております。大学病院、特定機能病院として
新しいことに挑戦しながら、患者さんの治療の発展に貢献
できるよう努め、県内外の病院や診療所、介護施設等の
医師やスタッフの方 と々きめ細かく連携・協力していくことが、
今後ますます重要になるでしょう。

■ 安心して暮らせる医療環境づくり

—かわさきこども園—
　少子化が進む中、子どもたちをしっかり育てることが
重要と考え、2005（平成17）年、医療短期大学に、医療に
強い保育士を養成する「医療保育科」という、全国的にも
珍しい学科を開設しました。　
　大切なお子さんをお預かりし育てるために、保育士が医
療の知識を持つことは非常に重要なことです。医療保育科
では、病児保育、発達障害児保育など、専門性の高い知識
を有する保育士を養成してきました。2017（平成29）年に、
医療福祉大学「子ども医療福祉学科」へと発展的に改組
したのも同じ思いです。
　臨地実習の場として、附属病院に医療保育室を立ち上
げていましたが、2018（平成30）年には、かねてよりの念願
であった幼保連携型認定こども園「かわさきこども園」が
開園しました。保育士、幼稚園教諭を目指す学生のみならず、
看護、心理、栄養などさまざまな分野の学生にとって“子ども
を育てる実習の場”となることを願っております。

■ 子どもにも学生にも良い環境を

を期待しております。
　将来の良き医療人、医療福祉人を目指すに当たって、
学生の健康管理、食事も重要です。そのため、それぞれの
寮に新しい学生食堂を開設しました。

　2016（平成28）年に開院した川崎医科大学総合医療
センターがこれから目指すのは、前身の川崎病院が地元
の方から親しまれ、必要とされてきたように、“地域に密着
した病院”としての役割を継続して行っていくことです。
　旧深柢小学校跡地活用をめぐっては、地域の皆さんから
1 万人を超える署名をいただき、心が熱くなりました。皆さん
の支えによって、スタッフが力をいただき、総合医療センター
の開院へつながったのだと思っております。全員一丸となって、
診療の充実と移転・開院を同時にやり遂げたときの思いを
忘れることなく、皆さんの思いに応え、安心して暮らすことの
できる医療を提供し続けたいと思っております。
　地域包括ケア構想が整備される中、在宅療養支援が
重要となってきております。2019（令和元）年、「訪問看護
ステーションかわさき」と「居宅介護支援事業所かわさき」
を立ち上げました。また、総合医療センターは、附属病院と
同様に大学病院としての高度な医療提供と、それを担う
人材の育成が重要な使命です。岡山市中心部という立地で、
充実した環境のもと、創設者である祖父が思い描いたように、
“患者さんから信頼される”総合医、多職種連携のできる
医療福祉人を育てていきたいと考えております。野菜に水やりする子どもたち

このはな寮 学生食堂
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　地域との連携や産学連携にも力を入れていきたいと思っ
ております。
　医療・医療福祉は、利用される地域の皆さんの信頼と
支援があってはじめて充実し、発展します。また、そこで働く
良き医療人・医療福祉人の育成も、地域の皆さんの理解
があってこその賜です。

　私は、地域とのつながりは非常に大事だと思っております。
そのため地域に開かれた学園を目指して、学園の特色や資
源を最大限に生かし、市民公開講座等の行事の開催や、
困難な状況にある子どもへの支援や障がい者との活動など、
さまざまな取り組みを行っております。学生が主体となって
行っている活動も数 あ々り、学園での学びが地域や社会に
生かされていることを実感し、うれしく思っております。
　小・中学生対象の参加型イベント「かわさき夏の子ども
体験教室」は、学園の夏の恒例行事として定着しました。
毎回、趣向を凝らした内容で、子どもたちが手術や災害救
助の現場など、見たり触れたりして医療の世界を疑似体験
します。早い段階でこのような体験をすることで、将来、
自分が働くというイメージの中に、医療や医療福祉の世界
が浮かんでくることを期待しています。
　産学連携活動としては、「KMSメディカルアーク」という、
学園の知的財産やアイデアを展示・アピールし、企業や
自治体との連携を図る行事を開催しております。スタッフが
日常業務の中から思いつくユニークな発想には驚かされる
ものもあり、学園の新境地を開くことがあるかもしれないと、
可能性を感じております。
　また、大学や大学病院の専門性の高い知的財産を地域
の皆さんに提供し、地域のニーズに合う人材育成をしたい
という思いから、地元倉敷市をはじめ、岡山市、総社市、
備前市、赤磐市との包括協定を結びました。

■ 地域とのつながりを大切に ■ 災害や災害医療について
 学べる場を
　災害発生などの非常時に、川崎学園の教職員、学生の
安全を守り、病院の機能を保つことと、地域の方たちに対
して我々は何ができるだろうということを、常日頃考えて
おかなければなりません。
　今までも附属病院の高度救命救急センターを中心に、
DMAT（災害派遣医療チーム）を災害時に東北や熊本へ
派遣するなど、色々な取り組みを行ってきました。もちろん
岡山の豪雨災害のときもそうです（詳しくは178ページ）。
総合医療センターも2019（令和元）年に災害拠点病院
に指定され、両病院共に災害拠点病院として、常に訓練を
行い、災害が起こっても持続して診療ができる体制づくり
に努めています。
　病院および学園全体として、災害が起こってからのこと
だけでなく、起こったときにどうするかを前もって考えておく
ことも大切です。そのときの対応や備えを、今後どう展開し
ていくのかと同時に、学生や若い人たちが災害や災害医療
について勉強できる場をつくっていきたいと考えております。
例えば、学園と「危機管理・防災教育に関する覚書」を締結
している高知県黒潮町は、南海トラフ巨大地震の被害
想定で日本一高い津波高（34.4メートル）が予想されて
おりますが、その対策として津波避難タワーを建設し、もし
ものときの意識を持って日々生活をしておられます。学生や
若い人たちに、そういう場所で生活していらっしゃる方の
講演を聞いたり、現地に行って学ぶ機会をつくれたらと
思っております。

締結を交わす高知県黒潮町大西町長と川﨑理事長

津波避難タワー
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■ これからも変わらず一生懸命に

　私の仕事は創設の志を次に引き継ぐことだと思って、こ
れまで仕事をしてきました。50周年は、その一つの節目で
もあるととらえております。創設者川﨑祐宣は、「良き医師」
を養成しようと、この倉敷の地に医科大学をつくりました。
戦前に岡山で小さな外科病院として出発して以来、「医師
は患者のためにある。医師のために患者がいるのではない」
と、患者のための医療を唱え続けてきました。その信念から、
真に人間的に優れた医師を養成する大学をつくろうという
思いに結びついたのです。
　「人

ひ

間
と

をつくる　体をつくる　医学をきわめる」、この建学
の理念に流れているものは、そうした創設者の思いです。
学園の一員となってくれた職員や学生一人一人の心にも、
この「思い」が共有されております。
　50周年のスローガンである「かわらぬ思い、このさきも」。
これは本当によいスローガンと思っております。
　「かわらぬ思い」、それは、患者さんを診させていただく
という気持ち、お断りをしない救急医療。この「患者さん
のための医療」が我々の原点です。そして、“同じ職場で
働く仲間を思いやる気持ちを持つ”、この思いをこれからも
ぶれずにつなぎ、その中から新たな発展を目指しつつ、同じ
思いの医療人、医療福祉人を育てていくのが、これからの
川崎学園の目指す方向だと思っております。
　世の中が変わっていく中で、病院や医療、医療福祉の
人材育成に求められるものは色 と々変わってきつつあります。
社会や地域の人たちが求めるものに対して、それをどう
いう形で提供していくのか、人を育てていくのかということを
常に考えながら、とにかく一生懸命実行してまいります。

　川崎学園は、学園のルーツとして重要な地である岡山
市中心部を、学園創立50周年という機会に「岡山キャン
パス」として整備し、より一層充実・発展させていきたいと
思っております。
　「岡山キャンパス」は、三つの主な施設で構成されます。
　一つ目の施設が、「川崎医科大学総合医療センター」
です。開院からすでに 3 年半が経過し、地域医療支援病院
として皆様から信頼をいただき、その役割を果たしていって
いると思っております。

　二つ目の施設として、岡山市中山下の旧川崎病院跡地に
「川崎医科大学高齢者医療センター」という新しい病院を
計画しております。超高齢社会を迎えた今日、医療の場は
急性期医療とともに地域の中での在宅療養の充実が求
められております。
　これまでの大学における医療人養成の課程では、急性
期医療が中心で、亜急性期や回復期、さらには在宅療養
における医療、医療福祉についての教育、実習、研修が
十分とは言えませんでした。急性期の最先端の医療が終
わると回復期を経て、在宅療養へと移行します。患者さんが
安心して在宅療養へ移行できるよう、そして医療や介護
を受けながら住み慣れた場所で療養生活が送れるよう、
支援していきたいと考えております。
　また、高齢者は、数多くの疾患を抱えています。その診療
を総合的に全人的に行うため、高齢者総合診療医を育て
ていきたいと思っております。高齢者特有の疾患や症状に
対応するため、高齢者医療センターには、認知症やもの
忘れ、運動機能の低下に対応する部門や、栄養指導等
により健康長寿を推進する部門などを設置し、高齢者が
在宅でQOLを損なわず、健康に暮らせることを支援し、
それを涵養していきたいと考えております。

■ 学園のルーツ岡山市中心部を
  「岡山キャンパス」に

　三つ目の施設として、「川崎医療短期大学新校舎棟」の
建設を計画しております。看護科と医療介護福祉科の学生
が、総合医療センター、高齢者医療センターという特色が
異なる二つの病院と近接した場所で知識を深め、実習を
行っていきます。
　「岡山キャンパス」では、医療短期大学の学生だけでなく
学園各施設の学生・教職員等においても、地域医療や
高齢者医療についての学びの機会や研修の場を設け、急
性期から在宅療養支援まで幅広い分野において地域で
活躍できる人材を育成していきたいと思っております。
　超高齢社会となった今、医療そのもののあり方も根本
からの見直しが迫られています。これからの医療、医療福祉
に対応した人材、地域において求められる人材を育成する
ことは、学園の使命だと思っております。

「岡山キャンパス」を整備する岡山市中心部
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施設整備事業

＜リニューアル内容＞
⃝全施設の照明LED化 ⃝メインアリーナ、サブアリーナの床・壁・天井整備 
⃝トイレ・シャワー室改修 ⃝耐震補強 ⃝音響設備舞台機構更新

川崎学園総合体育館リニューアル
　川崎学園総合体育館は、学園創立10周年の記念事業として1981年に建設
され、建学理念の柱の一つ「体をつくる」場として、また学園内外のさまざまな
行事や活動の場として40年近く活用されてきた。2019年３月に、リニューアル
および耐震補強工事により、明るく利便性の高い空間に生まれ変わると同時に、
災害時の避難場所としても対応可能となり、より安全で快適な施設となった。

川崎医科大学高齢者医療センター
川崎医療短期大学新校舎棟

「川崎学園岡山キャンパス」整備

　2016（平成28）年、岡山市中心部に
「川崎医科大学総合医療センター」が開院。
2022（令和 4 ）年には旧川崎病院跡地に

「川崎医科大学高齢者医療センター」と
「川崎医療短期大学新校舎棟」を建設し、
これら学園施設を「川崎学園岡山キャンパス」
として整備する。3施設が一体となって急性期
から回復期、在宅療養まで医療福祉の提供
と支援を行い、超高齢社会の医療福祉の
担い手となる人材を育成していく。

外観イメージ

川崎学園学生寮「このはな寮」新築 

＜施設概要＞
⃝地上10階建 全室514室（家具付き全個室） ⃝レストラン・ベーカリー・コンビニエンスストア併設
⃝パブリックバスおよび各フロアに個室シャワーブース完備 ⃝コミュニケーションルーム（キッチン付き）
⃝24時間365日女性管理人が常駐

　学園創立時より多くの学生に親しまれてきた川崎医療短期大学「女子学生寮」に代わり、2019年８月に川崎学園
学生寮「このはな寮」を新築し、9月に開寮した。プライベートな空間と、カフェコーナーなどゆったり過ごす共用空間を備え、
安心・安全のセキュリティ体制を完備。管理栄養士監修による、おいしく栄養バランスの取れた食事を提供している。

このはな寮由来

　創設者川﨑祐宣は、学生が梅の花の
ように静かに咲いて、ほのかな香りを漂わ
せるような控えめな人に育ってほしいと
の想いを込め、学園創設の地である松島
の丘にたくさんの梅の木を植樹しました。
　梅の木の別名“この
はな”に因み、学園創立
50周年記念事業として
新築された学園女子学
生寮を「このはな寮」と
命名しました。
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記念行事・事業

川崎学園創立50周年記念スローガンとロゴマーク制定
　川崎学園が2020年に創立50周年を迎えるにあたり2018年、記念
スローガンとロゴマークを学園教職員、学生、卒業生に募集し選定した。 

　スローガン「かわらぬ思い、このさきも」は、創設者川﨑祐宣の「良医を育てる」「良き医療人、
医療福祉人をつくる」という「思い」を未来につないでいく決意を、心に響くやさしい言葉で表
している。学園が地域社会に受け入れられ、50年の歴史を刻んできた地域の皆様への感謝
の思いも込めている。本記念誌のテーマでもある。� （原案作成者：職員 桑田玲菜） 

　ロゴマークは、スローガンを体現したデザインで、「50」の下線は、地域社会の健康に奉仕
する人材を育成してきた川崎学園50年の歩みと、創設者の「かわらぬ思い」を胸に、“このさ
きの未来” に向かって力強く進んでいくイメージとなっている。（原案作成者：職員 山田裕子）

各種記念事業
・「学園の理念」の新設
・『川崎学園創立50周年記念誌』刊行
・『川𥔎祐宣伝（仮）』刊行
・「川崎学園市民公開講座」の開催（倉敷市共催）
・「医療福祉人 私のもの語り ―かわらぬ思い、このさきも―」 山陽新聞掲載
・ 「川崎学園2020年カレンダー」制作

創立10周年
記念事業
（1980）

施設整備事業 川崎学園総合体育館建設
現代医学教育博物館（メディカルミュージアム）開館

記念行事・事業 川崎学園創立10周年記念行事（記念式典・記念講演・祝賀会）

『川崎学園創立10周年記念誌』刊行(A)

創立20周年
記念事業
（1990）

施設整備事業 川崎医療福祉大学開学

記念行事・事業 川崎学園創立20周年記念ならびに
川崎医療福祉大学開学記念行事（記念式典・祝賀会）

川崎学園創立20周年記念写真集『大いなる飛翔』刊行（B）

創立30周年
記念事業
（2000）

施設整備事業 川﨑祐宣記念講堂建設
川崎医科大学附属病院西館棟新築
川崎医療短期大学体育館新築
川崎医療福祉大学校舎棟（東ウイング２）増築

記念行事・事業 創設者川﨑祐宣銅像建立
川﨑祐宣記念特別奨学基金創設

『川崎学園創立30周年記念誌』刊行（C）

創立40周年
記念事業
（2010）

施設整備事業 川崎医科大学附属病院北館棟新築、本館棟・救命棟改修
川崎医科大学校舎棟増築・改修

記念行事・事業 川崎学園創立40周年記念行事（施設見学・記念講演・祝賀会）

『川崎学園創立40周年記念誌』刊行（D）

■創立10周年―創立40周年の記念事業

(A)

(B)

(C)

(D)

川崎学園創立50周年記念行事
記念式典・記念講演会 　 祝賀会❖ ❖

2020年カレンダー



ふ るさと の 森   

「 太 陽と緑と花 のあふれる学 園 」を目指して

　医科大学校舎棟の東南部丘陵地約23,000㎡の敷地に広がる『ふるさとの森』。
　川﨑祐宣先生の発案により、医科大学開学と同時につくられたこの森には、学生の出身県の「県木」
や「市木」を中心に植樹されました。この広大な森には、学生たちが、恵まれた自然環境の中で良医
に育つように、そして、心の支えとなる「ふるさと」を思い出せるように、という創設者の願いが込めら
れています。
　緑に囲まれたのどかな空間では、リハビリテーション科による「青空回診」も行われていました。
　樹木も大きく成長した今日では春夏秋冬、花と緑に包まれ野鳥の棲みかともなっており、訪れる人
の安らぎの空間として、また、学生・教職員の憩いの場として親しまれています。
　樹木数：78種類824本（2019年現在）
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ふるさとの森をさんぽ（かわさきこども園）
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